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令和５年度活動方針 

市民会議のモットー 

日ごろ、「環境」について考えている事や、やりたいと思っている事は、いろいろとあると 
思います。「高山を守っていきたい」「良くしていきたい」と思う気持ちも、私たち一人ひとりが 
持っているはずです。一人で取り組めること、みんなが集まってできることなど、環境への 
取り組みはいろいろあります。 
高山市快適環境づくり市民会議では、自らが率先し活動を行うことで、市民、事業所、 

団体、行政が行事や活動を通じて、みんなが気持ちでつながりあい、活動の輪を広げて 
いきたいと考えています。 

 

活動方針 

１. みつめよう、日常活動と地球の未来 

（温暖化防止） 
 行動目標 

一人ひとりの地球温暖化対策 
◎電気使用量を１０％以上節約しましょう。 
（平日の日中は１５％以上の節約を目指しましょう。） 

◎ガス、灯油などの使用量節減に心掛けましょう。 
◎省エネルギー意識を高めましょう。 
◎冷房は２８度以上、暖房は２０度以下に設定しましょう。 

 
［簡単にできる主な取り組み］               

・ コンセントからプラグを抜いて待機電力を減らす 
・ 近所への移動は徒歩や自転車で 
・ まずは衣服で温度調節する 

・ LED 電球に交換して消費電力を抑える 
・ 木質エネルギー（ペレット、薪）ストーブを利用する 
・ 排出ガスの抑制（エコドライブ、アイドリングストップ等） 
 

２. 自らすすめる、ごみ減量とリサイクル 
   
行動目標 

 「もったいない」の心を育てよう 
◎食事は残さず食べ切りましょう。食材購入及び調理の量は最小限にしましょう。 
◎リサイクル可能なものはすべて分別し、リサイクルしましょう。 
◎古紙類、古布類、缶類、びん類、ペットボトル、紙製容器包装、プラスチック製 
容器包装、小型家電などの資源物は１００％分別しましょう。 

◎物を大切にし、再使用に努めましょう。 

◎可能な限り再生品、エコ商品を使用しましょう。 
◎再使用可能な容器を利用した製品の利用に努めましょう。 
プラスチックごみの削減 
◎プラスチック製品の使用を控え、代替品使用によるプラスチックごみの発生抑制。 

テレビを見ない時は 

主電源を切ろう！ 
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［簡単にできる主な取り組み］  

・ 不要な物、余分な量は購入しない 

・ 無駄な包装紙を断る 

・ ものを大切にする 

・ 宴会などでの３０１０運動の実施（食品ロスの削減） 

 

 

・ 紙ストローなどの代替品を使用する 

・ 買い物の際にはマイバックを持参する 
 

３. みんなで進める、心がかよう快適なまちづくり   
   
  行動目標 

人に迷惑をかけない生活習慣の継承・形成 

◎町や川を美しくする奉仕の心を培う意識啓発をすすめましょう。 

◎家庭･地域・団体で取組んでいる環境美化活動を継承しましょう。 

◎環境にやさしい家庭や地域習慣を将来にわたって継承しましょう。 

◎新型コロナウィルスを想定し、状況に応じた対策を実践しましょう。 
 
［簡単にできる主な取り組み］                         

・ 人や地域を思いやる活動に積極的に参加・協力する 

・ 環境にやさしい、あたたかい家庭づくり 

・ 家族みんなで温暖化対策につながる省エネ行動を行う 

・ 環境について勉強する 

・ 市内の路上喫煙禁止区域について理解を深める 

・ 自宅周辺や職場周辺のごみを拾う 

・ 犬の散歩時のフンは責任をもって持ち帰る 

・ 「３密」の回避（密接、密集、密閉）、手洗い、手指消毒の励行 
 

４. 郷土の生物多様性を保全し、 

自然と共存するまちづくり 
行動目標 

自然や環境保護に対する意識啓発をすすめます 

◎生物多様性保全について考え、野生動植物の生息、生育環境を保全しましょう。 

◎森林愛護の意識を高めましょう。 

◎緑化や水源環境保全の意識を高めましょう。 

◎自然と親しみ、ふれあう機会や学習に参加しましょう。 

◎自然景観や伝統的、歴史的景観を将来にわたり保護・保全しましょう。 
 
［簡単にできる主な取り組み］ 

・ 自然にふれあう行事へ参加する 

・ 河川環境活動や美化活動へ参加する 

・ 住まいの植栽を工夫し、みどりを活かした暮らしを心がけましょう 

・ 身のまわりの特定外来種（オオハンゴンソウ等）の駆除に協力しましょう 

 

※「３０１０（さんまるいちまる）運動」とは、宴会時の食べ残しを減らすため、 
最初 30 分 最後 10 分 皆で食べる時間を設けましょうという取り組み 
 

 

  

余分な物は購入せず 

食品ロスの削減 

  

マイバッグを

持参しよう 

  

地域のために 

環境美化活動 

  

引き続き意識して

感染拡大を防ぎま

しょう 


